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ギリシア(東方)正教とローマ=カトリックの比較
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イスラーム勢力の侵入

イスラーム教徒となつたアラブ人は、ビザンツ帝国

がササン朝から奪回したシリア、エジプトに侵攻。

同地では、ビザンツ皇帝の支配を嫌うキリスト教

単性論派が多数を占めていたため、アラブ軍は容

易に征服することができた。

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
盛
衰
と

ビ
ザ
ン
ツ
文
化

西
ロ
ー
マ
帝
国
が
減
亡
し
た
あ
と
も
、
東
ロ
ー

マ
帝
国
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
よ
ば
れ
、
約
１
０

０
０
年
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
。

６
世
紀
の
ユ
ス
テ
ゴ

一ア
ヌ
ス
帝
の
時
代
に
は

東
ゴ
ー
ト
王
国
や
ヴ
７
ン
ダ
ル
王
国
を
減
ぼ
す

な
ど
、
旧
ロ
ー
マ
帝
国

，

３。
参
５

の
領
土
を
ほ

ぼ
回
復
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
法
を
集
大
成
し
た
『
口

―
マ
法
大
全
』
も
こ
の
時
期
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
死
後
は
ス
ラ
ヴ
民
族
な
ど
に
侵
入

さ
れ
、
さ
ら
に
７
世
紀
か
ら
は
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ

ア
や
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
Ｆ
５７
参
照
）
な
ど
に
侵
入

さ
れ
て
、
帝
国
は
次
第
に
衰
え
て
い
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
７
世
紀
前
半
に
即
位
し
た
ヘ

ラ
ク
レ
イ
オ
ス
ー
世
は
、
地
方
の
体
制
を
整
え

る
テ
マ
（軍
管
区
）
制
や
、
軍
役
と
引
き
換
え
に

兵
士
に
土
地
を
与
え
る
屯
田
兵
制
を
採
用
。
８

世
紀
前
半
に
入
り
、
レ
オ
ン
３
世
の
治
下
で
帝

国
は
体
制
の
立
て
直
し
に
成
功
し
、
再
び
繁
栄

の
時
代
を
迎
え
た
。
ま
た
、
フ」
の
こ
ろ
に
は
皇

帝
が
教
会
を
支
配
す
る
皇
帝
教
皇
主
義
を
と

り
、
７
２
６
年
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
へ
の
対
抗
か

ら
聖
像
崇
拝
禁
止
令
を
発
布
し
た
。
聖
像
に
よ

る
布
教
に
努
め
て
い
た
ロ
ー
マ
教
会
は
こ
れ
に
反

対
し
、
カ
ー
ル
の
戴
冠

，

７‐
参
照
）
な
ど
を
へ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
は
ロ
ー
マ
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ギ
リ

シ
ア
正
教
に
分
裂
。
以
後
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
、

ギ
リ
シ
ア
正
教
を
中
心
に
、
ヘ
レ

一ズ
ム
・
ロ
ー
マ

文
化
、
さ
ら
に
は
西
ア
ジ
ア
の
要
素
を
融
合
し

た
ビ
ザ
ン
ツ
文
化
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
。

そ
の
後
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
、

１１
世
紀
ご
ろ

か
ら
台
頭
し
た
大
土
地
所
有
貴
族
に
よ
り
、
し

だ
い
に
皇
帝
権
が
弱
体
化
。

１３
世
紀
初
頭
の
第

４
回
十
字
軍
で
は
首
都

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
を

一
時
占
領
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
、
国
力

が
回
復
す
る
こ
と
は
な
く
、
１
４
５
３
年
、
オ
ス

マ
ン
帝
国
Ｆ

６‐
参
照
）
の
攻
撃
に
よ
リ
コ
ン
ス
タ

ィヽ
ア
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
陥
落
し
、
１
０
０
０
年
以
上

に
わ
た
っ
て
続
い
た
帝
国
は
減
亡
し
た
。

ギ
リ
シ
ア
正
教

（東
方
正
教
）
と
は

こ
こ
で
い
つ
ギ
リ
シ
ア
正
教
と
は
、
ビ
ザ
ン
ツ

帝
国
公
認
の
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
れ
を
起
源
と
す

る
諸
教
会
の
総
称
で
、
現
在
で
は
東
方
正
教
と

も
よ
ば
れ
て
い
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
ビ

ザ
ン
ツ
文
化
を
生
み
出
す
母
体
と
な
っ
た
が
、
国

―
マ
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
対
立
関
係
に
あ
り
、
１

０
５
４
年
に
両
者
は
完
全
に
袂
を
分
か
っ
て
い

る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に

近
い
と
い
わ
れ
、
救
い
や
愛
を
重
ん
じ
、
世
俗
権

力
と
の
関
係
で
は
聖
俗

一
致
の
傾
向
が
強
い
。

約108億人

クリスマス

独身者

額→胸→

左肩→右肩

聖俗分離

教皇を頂点とする
ヒエラフレキー

喬025  約2.2億人
最も重要な   イースター

祝祭日    (復 活祭)

司 祭   妻帯者も可

十
罵藁♂

る
勒

嚇 P 聖
場

の

組織 看鵞嘱曇識、

儡 ローマ法
E罐箋雇張麺

忙F費饒謡で嘲 鑓擬翼炒離E湿組
1識

踏f裂手た勢受讐磋1群G
「□―マ法大全』が編纂され、ヨーロッパ近代法の基礎となつた。

首都コンスタンティノープル

現在のイスタンブル。陸海
の交通の要衝であるととも

に、ビザンツ文化の中心地
であつた。ビザンツ帝国の

名は、コンスタンティノープ

ルの古名ビザンティウムに

由来する。
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